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盟甜押野浩㌍

今から61年前の第二次世界大戦未
書料等題蒜諸宗蒜警笛賢…①

捕裟忠恕忌

ロシマでの被爆のよう
小高区の遠藤昌弘さんは、陸軍病院のべッ トで眠っ

擢岳謁蒜諒諒詣麗し’▼ていて・叫び声で日を覚ました時被爆し、爆風で廊下

茎在孟妄言題瓢欝等？喜講読㌫三寵超越孟ア
！長崎で緒、計20名もいたことがわかり！60年Bにして占うやく轍離者手嶋が焚付量れ手した。

認定患者となりました。

④駅協賛謹告…急遽森ミさき薩雷撃完需貰え
たが助かる。胸についていた〝黄色い血〟は、一緒に
話していた戦友の〝脳〟でした。

（9原町区三島町の桑原馨さん（故人）は、軍隊の教官だ

言霊表芸撃鉱発雷芸莞密告是慶喜警禦冨鮎韻
学生らの被爆者の悲惨な姿に心を痛めます。

⑥鹿島区
信
け
け
鳥
市

抑
号
た
、
町
の

ルス

扱
う
鹿
尽

き
を
も
相⑦

ナガサキでの被爆のよう

汝官軍た薇應しますが二爆風が頭の上を吹
けで助かる。その後、麻酔なしで盲腸手術
口が治らないうちに広島から苦しみながら
崎の自宅に帰る。

中川喜久さん（故人）＿鱒、軍陣甲革堂で亨∵
の
だ
傷
烏
C

爆。運良く建物のか
さんは1 針

げ
創
刊
娘捧

終
れ

談

上で歩行中に被
ただけで軽傷だ

った。しかし30年後
という理由で二度も解消

の軍隊にいて、軍の命令で長崎に行く途
中広島を通過して被爆。さらに長崎に着
いた9日に二度目の被爆をする。全国で
も数少ない「二重被爆者」でした。
⑨小学6年生だったEさんは、生家でパ
ラ．シュートをつけて落下してくる原子爆
弾を目撃している。原町区にご在住です。

原水爆を考える
原町市民の会・編

・1983（昭和58）年発行
・頒儀1冊1，000円
・3．000部印刷

（販売2．∝机寄贈5鵬）

この　私も証言する』を編集した「原水嬢を考える原町市民の会」の
会長は古山哲朗さんでしたが、古山さんがお持ちだった残部100部は、
「はらまち九条の会」の活動のために活用させていただいております。
ご希望の方は、事務局山崎川122－8田1）までお申し出ください。

＜点線や平和のことば＞
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施す讐弓讐許蕗J雅轟音青○『日本国政府には、被爆者や市民の代弁者と

竃莞誓縦詣弓だ態ク瑠謡翳墨蒜義腰駈鞍晶箭芯謂誌誓
充実するよう求めます。』2006（平成18）年名月6日　広島市長　秋葉忠利『平和宣言』

○『死ぬために生きているのではありません』F正義の戦争より、不正義の平和の方がま
だましじゃ』井伏鱒二「黒い雨」（主人公の重松は広島で「黒い雨」で被爆。姪の矢須子は
美しく気立てもいいが「被爆者」という偏見で縁談は何度も破談する。昭和糾年に映画化）

O F私は（こんな悪魔の申し子の原爆を投下した）指導者というものを一切、信じないことにしまし
た。目を皿のようにして彼等の一挙手一投足を見張っているようにしたい。そして彼等がいったい
なにをやったか、それを見定めたいと願っているのです』井上ひさしFノペア餌沖・げすキ』より
（山形県出身。糾年に、原爆をテーマにした戯曲『父と暮らせば』も映画化され高い評価を得ています。）


